
外国語教育の重点 

○外国語科や外国語活動を通し

て、相手の思いを理解したり、

自分の思いを伝えたりするコ

ミュニケーション能力の育成

を図る。 

令和７年度    学力向上を図るための全体計画     小 14仲町小学校            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎授業改善の検証方法：東京ベーシック・ドリルを活用した学期に１回のテスト結果による分析。ワークテストや小テストの結果による分析。 

           児童・保護者による学校評価（年１回）の実施。教員による自己評価（年２回）の実施。 

           

本校の授業改善に向けた視点 
指導内容・指導方

法の工夫 
教育課程編成上

の工夫 
校内における研
究や研修の工夫 

評価活動の工夫 
家庭や地域社会と
の連携の工夫 

小中一貫教育の
視点 

○算数科の習熟度別

指導を行い、基礎・

基本の定着を目指

す。 

○体験的・問題解決的

な指導を重視する。 

○地域の人材や教材

を授業に生かす。 

○話合い活動や伝え

合い活動を充実さ

せた授業を展開す

る。 

○ICTを活用し、視覚

や聴覚など、様々な

視点で学べるよう

にする。 

○３～６年生は週に

２回、朝のモジュー

ル学習を行い、基礎

的・基本的な知識お

よび技能の定着を

図る。 

○読書旬間、パワーア

ップタイムを実施

する。栄養教諭や調

理員と連携し、食育

についての学習を

行う。 

○異年齢集団や隣接

学年などの交流を

日常的に取り入れ

児童の好ましい人

間関係を育成する。 

○年６回の研究授業

を行い、「正確に読

み、適切に表現する

児童の育成 ～国

語科の説明的な文

章を通して」を目指

す。 

○１～３年次の教員

による１人３回の

研究授業および協

議会や主幹教諭、主

任教諭によるミニ

講座など、OJT研修

を充実させること

で、基本的な授業の

進め方について全

員で再確認する。 

○授業や諸活動の中

で、随時適切な評価

を加え、その結果を

指導に生かす等、指

導と評価の一体化

を目指す。 

○学習の中で、児童が

相互評価、自己評価

をし、それを基に新

たな課題を設定で

きるように工夫す

る。 

 

○土曜授業を含め授業公開

を実施する。 

○学校公開の保護者の感想

や外部評価を授業改善に

生かす。 

○保護者・地域の方々を講

師にした体験学習を充実

させる。 

○学校評議員による学校運

営への参加を進める。 

○保育園・幼稚園と１年生

の交流を深め、児童が入

学時にスムーズに生活で

きるように連携をする。 

○キャリアパスポートを活

用し、家庭との連携を図

る。 

○校区別協議会の

協議内容を生か

し、中学校での学

習を意識した学

習活動を行う。 

○９年間を見通し

た課題改善カリ

キュラムを作成

し、活用する。 

○道徳、外国語を重

点とし、９年間を

見通した教科指

導の連携を図り、

効果的な指導を

工夫する。 

関係法規等 

・日本国憲法・教育基本法・学校教育法 

・学習指導要領・東京都教育委員会教育目標 

・練馬区教育委員会教育目標 

学校教育目標 
◎ かしこい子 
○ 心ゆたかな子 
○ たくましい子 

教師・保護者・地域の願い 

・挨拶・言葉遣いを正しくしてほしい。 

・基礎的な学力を身に付けてほしい。 

・思いやりの心をもってほしい。 

各教科の重点 
○個々の児童に応じた指導を

行い、学習の基礎的・基本

的な内容の確実な定着を図

る。 

○児童の学ぶ意欲を高めるた

めに TT・少人数指導・習熟

度別指導・交換授業等、指

導方法や指導体制の工夫・

改善に努める。 

総合的な学習の時間の重点  

○児童の興味・関心を生かし、

横断的・総合的な課題や地

域の特色に応じた課題とい

った探究課題を設定し、児

童自ら課題解決に取り組む

態度や能力を育てる。 

○課題解決のために、外部指

導者との協力指導や様々な

学習方法等を工夫する。 

特別活動の指導の重点 

○学級活動および児童会活動の

充実を図るとともに、望ましい

集団活動を通して豊かな人間

関係を育む。 

○学校行事における体験的な活

動を通して、喜びや苦労を分か

ち合い、集団への所属感や一体

感を深める。 

○クラブ活動を通して、興味・関

心を追求する活動を行い、個性

の伸長を図る。                                                                                        

道徳教育の指導の重点 

○特別の教科 道徳を中心とし

て、社会規範・行動様式の内面

化を図り、家庭や地域と連携

し、思いやりの心や協力する気

持ちを大切にした道徳的実践

力を育成する。 

○教育活動全体を通して道徳的

心情・判断力・態度を育成する。 

○道徳授業地区公開講座を実施

し、学校・家庭・地域社会の連

携による道徳教育を推進する。 

キャリア教育の重点 

○日常の学習の中で、児童一人一人が自分の能力や

よさに気付き、自己の可能性を追求する態度を育

てる。 

○地域で働いている人や地域の人々と触れ合うこと

により、望ましい勤労観・職業観を身に付け、自

分の生き方について考えるようにする。 

生活指導の重点 

○職員全員の共通理解の下、組織的に課題の解決にあた

り、心身ともに健やかな児童の育成を図る。 

○児童の心の悩みの解決のために、支援員、相談員、養

護教諭、SC、担任との連携を十分に取る。 

○児童の安全を守るため非常時における緊急対応や連

絡体制の整備をするとともに安全指導の徹底を図る。 

学校経営方針（学力向上に関わる要点） 

・基礎的・基本的な学習指導を重視すると

ともに評価の工夫・改善を図る。 

・児童の興味・関心を大切にした指導内容・

方法の改善を図り、確かな学力の定着を

図るとともに、柔軟な思考力や豊かな感

性を育成する。 

・地域の人材や教材を積極的に活用し、体

験的な学習を進める。 

                                                                          

本校における  「確かな学力」 

 

各教科で身に付けさせたい 

基礎・基本 

 

思考力・判断力・表現力 

 

基本的な生活習慣・学習習慣・学習意欲 

言語活動の充実 

 


